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■日本語訳 
一酸化窒素（NO）は多くの生理活性を有し、重要な役割をしている。 
このことからNOは種々の疾患の防御に、有用な作用をしていると思われる。 
一方、NOは微生物や動物細胞で変異をおこす変異原性を示す。そこで

NOによる発がん作用の可能性を検討するために、種々のNO発生剤を用いて
マウス皮膚二段階発がん試験を行った。雌SENCARマウス（６週令）の背部
皮膚にパーオキシナイトライト（PN）溶液を塗布し、TPAを続いて２０週間、塗布
を続けた。 
試験終了時で腫瘍の発生率１００％、腫瘍数は５から６個発生した。 
この現象を遺伝子レベルで解析したところ、この腫瘍にH－rasコドン６１番目に
点突然変異を認め、この遺伝子の発現がPNによる腫瘍化に関連していると
思われる。 
この抑制実験として、クルクミン等の天然物由来化合物にPN誘発による
腫瘍発生に対して抑制作用を示し、これらの化合物の有用性が示唆された。
（天然物由来化合物の中にタベブイア・アベラネダエのデータを含んでいます。） 
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#4334 
｢Tumor initiating Effects of Nitric Oxide Donors in Two-Stage Mouse Skin Carcinogenesis and its Prevention.」 
マウス皮膚二段階発がんにおける一酸化窒素の作用と予防 
Harukuni Tokuda, Masato Okuda, Masato Kutidi, Teruo Mukainaka, Hoyoku Nishino,
Takao Konoshima,and Midori Takasaki. Dopt.of Biochmistry, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyot, Japan 
Kyoto Pharmacoutical University, Kyoto, JAPAN. And Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto, Japan.
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■English translation 
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われわれは副作用のない薬剤を求めて統合医学の推進をかかげた。西洋医学での
薬剤は科学構造が明確な精製物であるが、量を間違えると毒物となり、常に副作用が
つきまとう。一方漢方薬は数種類の生薬を混合したもので何が効いているかわからない
欠点があり、他の薬との併用で副作用が問題となる。 
 
そこで西洋医学でも漢方医学でもない第3の医学・統合医学を考案した。 
統合医学での薬とは、構造や機能が明確な有効成分を含む抽出物を考えている。

これはやっと機能性食品として認めはじめられたもので、すでに食品として受容された
ものの抽出物なので、副作用がないのが特徴である。そこで今回は担子菌製剤、生薬、
茶製剤についてその抗腫瘍効果を検討したので報告する。 
担子菌カワラタケ抽出物PSKは蛋白質結合β－D－グルカンを主成分とする。担子菌

アガリクス抽出物は蛋白結合α並びにβグルカンを主成分とする。一方担子菌シイタケ
精製物レンチナンはβ－D－グルカンである。 
マウス人工転移モデルにおいてPSK、アガリクス製剤は原発・転移両巣の増殖を抑える

のに対しレンチナンは全く抑えなかった。すなわち、抽出物の方が精製物より免疫能を
増殖させて抗腫瘍効果を表すことがわかった。次にタマサキツヅラフジ抽出セファランチ
ンと精製したアルカロイド剤を二重移植腫瘍系で比較すると、抽出セファランチンの方が
抗腫瘍効果が優れていることがわかった。ノウゼンカズラ樹木抽出物タヒボ茶はナフト
キノンを有効成分として含んでいる。タヒボ茶熱水抽出物を二重移植腫瘍系で調べると
抗腫瘍効果があることがわかった。そこでPSK、アガリクス製剤、セファランチン、タヒボ茶の
腫瘍細胞浸潤抑制能、腫瘍細胞に対するアポトーシス誘導能、血管内皮細胞に対する
増殖抑制能を比較した。 
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｢Anti-tumor activities of biologics」  
生物製剤の抗腫瘍活性 
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